
接合部設計用せん断力割増率

“1.00”と入力した場合

7.9.1.2. RC柱梁接合部の検定表(短期)

設計用せん断力算定時に、1.00倍の割増率が考慮されます。

QDj1=α*Σ(My/j)*(1-ξ)=1.00*906.7*(1-0.14)=782kN
QDj2=α*QD*(1-ξ)/ξ=1.00*86*(1-0.14)/0.14=538kN

Σ(My/j)=214*10^3/473+214*10^3/473=906.7kN
ξ=j/(H*(1-(D/L)))=473/(4000*(1-(700/5000)))=0.14
QD=(68+104)/2=86kN …（計算書「7.5.1.2 柱の断面検定表」に表示される設計用せん断力）

参照：計算解説書「8.3.1 短期せん断力に対する検討」
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柱 700×700

梁 400×600
主筋3-D22, dt=60mm, d=540mm, j=473mm
My=0.9*at*ft*d=0.9*1161*1.1*345*540=214kNm 4000

4000

5000 5000

“1.50”と入力した場合

設計用せん断力算定時に、1.50倍の割増率が考慮されます。

QDj1=α*Σ(My/j)*(1-ξ)=1.50*906.7*(1-0.14)=1173kN
QDj2=α*QD*(1-ξ)/ξ=1.50*86*(1-0.14)/0.14=807kN

7.9.1.2. RC柱梁接合部の検定表(短期)

QDj=min(QDj1, QDj2)=min(782, 538)=538kN

QDj=min(QDj1, QDj2)=min(1173, 807)=807kN


